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島根県邑智郡瑞穂町の中新統より産出した

　　　　大型巻貝Globu’arlaについて

坂之上　一＊・高安克己＊＊

On　a　Large　Gastropod　Glo加1α7δαfrom　the　Miocene

　　　of　Mizuho－cho，Shimane　Prefecture

Hajime　SAKANoUE　and　Katsumi　TAKAYAsU

は　じ　め　に

　中国山地脊稜部に近い島根県邑智郡瑞穂町の高見地

区（旧高原村）には，備北層群に対比される中新統が

小範囲に分布することが知られている（今村，1951）．

筆者のひとり坂之上は1970年頃より本地域において地

質調査と化石採集を行なってきたが，その過程で大型

の巻貝であるGl・6π1α7ぬを発見した．

　G♂06認α7∫αはこれまでに広島県庄原市（OTUKA，

1938；糸魚川・西川，1976），岡山県津山盆地（OTuKA，

1938），福井県大飯郡高浜町（KoBAYASHI　and　HO－

RIKOSHI，1958）および山形県最上郡大蔵村（HATAI，

1956）の中新統から報告があるが，島根県下ではは

じめての発見である．また，現在のG．ブ1μc孟襯め

（SOWERBY）（モクレンタマガイ）はフィリピン以南に

棲息しており（波部・小菅，1966），鎮西（1981）も

指摘しているように，GlO6配α7∫αを含む化石群集は中

期中新世初期の門ノ沢動物群のなかでも熱帯砂底の環

境を示す群集として重要である．

　古瀬戸内地域の貝類相はマングローブ湿地で代表さ

れるような熱・亜熱帯の干潟群集に注目されがちであ

るが，このような砂底群集要素の存在は古地理的変遷

を検討していく一しで参考となると思われるので，ここ

にこれまでの検討結果を報告する．

地質および化石の産状

　本地域の中新統は東西約1．5km，南北約4．5kmの

弓状の盆地の丘陵部を構成する（図1）．最大層厚は
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約130mで，岩相により下・中・上の3部層に分けら

れる．下部層は基盤岩類の亜角～亜円礫からなる礫岩

が主体で層厚は…定しない．中部層は岩相の側方変化

が認められ，主に南部では砂岩および礫岩，中部では

アルコース質砂岩，北部では砂岩・頁岩互層が分布す

る．上部層は黒色の泥岩および細粒砂岩からなり，岩

相はかなり一定している．各層は周縁基盤にアバット

し，とくに北東縁辺部では長径数mにおよぶ巨礫を含

む露頭が直線状に配列する．

　化石は主として中部層上部の粗粒砂岩相に多産し，

上部層下部の泥岩相にも散在的に産出する．本地域か

らこれまでに採集した化石を表1に示す．

　Glo6配α7ぬは1981年8月に高見地区の字入野で圃

場整備工事が行なわれた際に，中部層最上部付近に対

比される角礫湿り粗粒砂岩中より，多くの貝やサンゴ

の化石に混って1個体採集された．化石を含む層は厚

さ約1．5mであり，最大径約30cmの角礫や破片状に

なったカキ殻を含んでいる（図2）．化石層の下半部

にはE％spど7α耀δ8θηsお，Cgcl加勧α60η97∫θηs∫s，

FどSS漉η彦α1彪肌9・切α鵠αぎ，▽αS孟ぢCα7伽規・9灘αど，

“C。η駕♂sp．，P％gど1ぬα8α～απα加などが多く，Gloδπ一

1α磁もこの層準から産出した．化石層の上半部には

Pαπomgα8ぬ。孟0耀ηSδ8，Mぬん・PθC孟θηcf．ん動地7αガ

Cgc庇ηαんωαδoη9Tδθηsどs，Pんαco80肌απo鴉z67αぎなどを

産する．これらの貝化石のうち，Pαηo規辮は自生の状

態で産出したが，他のものは多少運搬されたと思われ

る産状を呈していた．

　Gl・δ包1α7ぬは体層のほぼ半分と螺塔の一部を除いて

殼体部が欠損し内型が露出している．また，体層の殼

体は埋没して溶解後，微小な石灰藻球と思われる粒状

物質によって再充填されている．さらに螺軸と斜交す

る方向に圧力を受けて殼全体がわずかに変形している．
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表1　瑞穂町高見地区中新統産貝化石リスト

Acf1αsp．
Sαcce11αsp．
Anαdαrα（Anαdαrα♪ogαwαf　（Makiyama）
Anαdαrα（Hα重αfαrcωdα琵okudoensfs（Makiyama）
Glycymeγ・fs　cf。mfnoensis　Itoigawa
lModfolus　sp．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

Lπhophα9α（Lefosolenus）rechザorαItoigawa
Propeαmussfumsp・
Chエαmys　sp・

Mfzuhopec亡en　cf．k加urαf（Yokoyama）
PIαcopec亡en亡odαnfensfs　Itoigawa＆Nishikawa

Ano禰αsp．
財onfαsp．
Aces亡α（Aces重ωcf．go互α亡h（Sowerby）
Crαssos重reαgrαvf亡es亡α（Yokoyama）
Vαsれ。αrdfu］m　ogurαf（Otuka）
Sα∂co　lucfnα　k－hα重απ　（Otuka）

Cyclαdfcαmαsp・
Phαcosolmαηolmurαf　（Otuka）
Phαcoso］mα　cf．suke重oensfs（Otuka）
Cαエlis重αsp．

Cyc互nαhwαboηgrfensfs　Yoon＆Noda
Cydfnαcf．1unu1αtαMakiyama
Pi亡αP＄unαkozαwαeηsfsOgasawara
朋αtu1α加noensis（Yokoyama）
Solfdfcorbulαcf．sucαnc亡α　（Yokoyama）

Solensp．

Periplomαm覚sugαnoense　Araki
Pαnolmyαsf」moω］mensfs　Otuka

Teredosp．

Ffssfde耐α1fum　cf．yokoyαmαf（Makiyama）
Pulse11um　sp．

Tur配ellαsp．
Vfcαryαsp。
Vfcαγ’yeエエαsp．

Tαte加αfαyαmαnαrπ　（Makiyama）

Tαte加αfαtα亡efwαf（Makiyama）

Cα1ypせrαeα亡uburαOtuka
Eusρかαrηeisensfs　Makiyama
Gエobu1αrfαnαkαlmurαf　Otuka

Sfnum　yαbef　Otuka

Apollonm加oensisltoigawa
Lかαcαssfs∫αponfcα（Yokoyama）
Chfcoreus　（R瓦fzoρho匝mureoc）　cf．cαpuchfηus
　　　　　　ηαgfensεs　Taguchi，Osafune＆Obayashi
Sfphonα互αsp．
Pugf互nα（月「e］mザusus）sαzαnαlmf　（Kanehara）

Su「cu1πes　（Me9αsurcu～α♪osαwαnoensfs　Tsuda
”Epit・n漁”sp・、

”Conus”sp．
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Gloω1α万αSwAINSoN，1840

Gloδ㍑1απα　ηακαm㍑7αどOTUKA

　　（Pl．1，Figs．　1a，b）
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図2　Gω6鋸α7ぬ産出地点の柱状図

1938．Gloδ㍑1απα（Cθ7ηどηα）ηακαm包7αぎOTuKA．

　　　Jo解．Fαc．Scぎ．，Imp．Uη砂．To砲。，Sθc孟．2，

　　　Vol．　5，Pt．　2，p．37，pl．3，figs．19－21．

1956．Gloδ脱1αガα（GZoδ財1απα）ηακαm財7αどOTuKA．

　　　KoBAYASHI　and　HoRIKosHI，」αPαη．　Jo初乳

　　　Ge・1．Gθ・9公，V・L29，P．51，pL4，figs・

　　　3a，b．

1976．Gloω1απα　ηαんα肌砂αどOTuKA．IToIGAwA

　　　and　NIsHIKAwA，Bπll．Mどz槻α加Fos8δl　A4鴛s．，

　　　no．　3，pl．　fig．　16．

　記載：殻は大型，やや傾いた球形で体層が著しく大

きく，膨む．螺塔は低く小さい．殼頂部が破損してい

るので詳細は不明であるが，螺層はおそらく4～4．5

階．縫合は浅いが明瞭．殼口は大きな半円形で，膀孔

は閉じる．外層は弓状に大きく彎曲し，軸唇につなが
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る部分で純い角をつくる．外唇の殼体は薄質であるが

縫合部付近で滑層の付加により急に肥厚する．内唇は

軸唇と連続して緩いS字型を呈し，全体が厚い滑層で

おおわれる．殼表には前傾した弱い成長脈が多数認め

られる

計測：図3に示した部位を計測した．結果は次のと

おりである．

　　H（殼高）≒99mm，

　　Ah（殻口高）≒84mm，

　　a≒99mm，

D（殼径）≒90mm

Il（内唇長）≒70mm＋

b≒76mm

　上ヒ車交：Glo6％Zα7どαηαんα規財7α」はOTuKA（1938）に

よって，広島県庄原市助藤の備北層群より産したもの

を模式標本としてはじめて記載された．それによれば，

“殼は大きく，傾いた球形．螺層は約4．5階．胚殼は

小さいが明らか．…　　（中略）…　　軸壁は丸く、ヨ・

くらみ，広く厚い滑層で完全におおわれる．滑層は殼

口において徐々に薄くなる．殼口は半円形．殻縁は薄

いが下方部では軸壁の滑層によって丸くなっている．”

また，模式標本の計測値は，Hニ68mm，D二67．6mm，

　　　　　　　　　　a二74mm，b＝72㎜である．

　高見産の標本はG．ηα磁肌雛伽の模式標本に比べる

とかなり大型で，体層の膨みがやや弱く，外唇がより
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前方に伸長している．これは本標本が若干変形してい

ることによるかも知れないが，DとH，bとaの比を比

較してみると模式標本の方が明らかに球形の程度が高

い，と言うことができる．KoBAYAsHlandHoRIKosHI

（1958）が記載した福井県高浜町産の標本も，高見産

標本よりも膨んだ形状をしており，OTUKA（1938）

の模式標本に近い．

　HATAI（1956）は山形県大蔵村の中新統滝ノ沢層よ

り産出した大型巻貝をG♂oδ包1α7砲（？）魁。観708αと

して新種記載した．この模式標本は殼口部が大きく欠

損した不完全なもので，しかも1個体しか採集されて

いない．記載によれば，この標本は殼高（H）が77mm

で殼口高（Ah）が67mmあり，G．η畝α観雛伽の模式標

本より明らかに大型である．また，残されている殼体

を見る限り，厚い殼をもち，内唇があまりS字状を呈

していないことから，GlOδ認α7め属に含めてよいかど

うか，という疑問も残るとしている．

　大きさに関して言えば，高見産標本はG．（？）moル

8孟70sαよりも大きい．また，KOBAYASHlandHORIKOSHI

（1958）も，図示しなかったG．η畝α規％7α‘の標本のな

かにG．（？）規。ηsむTosαに匹敵する大きさのものがあ

ることを付記している．次に殼体の厚さについてであ

るが，高見産標本は殼口の外唇部では約1mmの厚さ

しかないが，半巻程度後退した部分の体層殼では最薄

部でも3mmあり，約1巻後退した部分の縫合付近の

肥厚部では5mm以上の厚さがある．つまり，殼体が

一様に薄いとは言えないのであって，殼口部の欠損の

程度が大きければ殼体が厚く見えることもありうる．

したがって，G．（？）規。ηs抄08αがHATAI（1956）の

言うようにG．π疏αm解伽と明らかに区別される種で

あるかどうか，再検討の余地が十分にある．

図3　側定部位

＊　後にb／aの値が0．84である．と書かれていることや図版に示さ

　れた写真，東大資料館蔵の模式標本等を検討してみると，bの値

　は62mmの誤りと思われる．

　備考：筆者らは最近，備北層群産の他のGl・6包1α7ぬ

標本を多数検討する機会を得た．そのひとつは，広島

県双三郡布野村戸河内産のもの（川本令一氏の御好意

による）で，これは殻体や殼口の一部が欠損している

もののOTUKA（1938）のG．π畝αm灘αδの特徴をよく

備えている（a≒65mm，b≒60mm）．他のものは広

島県庄原市より産したもの（広瀬繁登氏の御好意によ

る）で，標本は殼体の溶解したものまで含めれば20個

体以上ある．これらはG．η疏α腕雛伽の模式地の助藤

産のものと，その約1km北西の中原産のものであり，

このうち後者の標本はすべて模式標本に似た小型のも

のであるが，前者の標本のなかには小型のものに混っ
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て，高見産標本とほぼ同じかさらに大きなものがあっ

た（a，≒105mm，b≒70mm；a≒120mm，b≒85
など）．そして，いろいろな程度に変形してはいるもの

の，大型の標本はいずれも体層の膨みがいくぶん弱く，・

前方への張り出しがやや強い，という高見産標本と同

様な特徴をもっていた．

　このような大きさや形態の違いが，種の違いによっ

て生じたものでないとすれば，成長段階により形態が

多少異なるのか，あるいはdimorphismの可能性はない

か等，今後検討を加えていく必要がある．

　謝辞：この小論をまとめるにあたり，名古屋大学の

糸魚川淳二博士，広島大学の岡本和夫教授には多面に

わたって御指導，御教示をいただいた．また，島根県

赤来町立小田小学校長・川本令一氏と広島県庄原市文

化財保護委員・広瀬繁登氏には標本の比較に際して御

便宜をはかっていただくとともに多くの御教示をいた

だいた．さらに，瑞穂町の地質や化石については動力

炉核燃料開発事業団の試錐資料や瑞穂町郷土館所蔵標

本等も参考にさせていただいた．以上の方々，諸機関

に厚く感謝する次第です．
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176 坂之上 ・高安　克　己

　　　　　　　　　図版　説明
　　　　　　　　　　　Pl．1

　　　　　　　　　（すべて原寸大）

Figs．1a．b．Glo加1απαηαんα7η駕7αどOTuKA

　　島根県邑智郡瑞穂町高見（入野）産

Figs．2a，b．Glo6鋸απαηαんα飢包7αガOTuKA

　広島県双三郡布野村戸河内産（川本令一氏より借用標本）



坂之上　一・高安克己：Globulariaについて PI．1
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